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民
生
常
任
委
員
会
は
、
九
月

七
日
に
開
催
さ
れ
、議
案
三
件
、

請
願
一
件
、
陳
情
二
件
を
審
査

し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
す

べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
、
請
願

は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
、
陳

情
は
す
べ
て
趣
旨
不
了
承
と
決

定
し
た
。

ま
た
、
①
市
民
病
院
の
再
整

備
に
向
け
た
取
組
状
況
等
②
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
十
三

地
区
へ
の
設
置
③
（
仮
称
）
武

田
薬
品
工
業
株
式
会
社
新
研
究

所
の
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定

の
骨
子
案
④
（
仮
称
）
藤
沢
市

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
・

運
営
事
業
の
進

状
況
⑤
ご
み

処
理
有
料
化
実
施
三
年
経
過
後

の
効
果
及
び
そ
の
検
証
⑥
資
源

品
目
別
戸
別
収
集
試
行
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
及
び
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
―
―
以
上
六

件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

十
三
地
区
へ
の
設
置
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、
日
常

生
活
圏
域
ご
と
に
設
置
す
る
こ

と
と
さ
れ
、
高
齢
者
や
家
族
へ

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
、
地
域
の

社
会
資
源
の
育
成
・
活
用
や
連

携
の
推
進
な
ど
を
図
る
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
平
成
十
八
年
四

月
に
委
託
に
よ
り
八
カ
所
設
置

し
て
い
る
が
、
地
区
福
祉
窓
口

と
の
連
携
で
、
よ
り
効
果
的
な

地
域
完
結
型
の
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
を
目

指
し
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

本
年
三
月
に
湘
南
台
市
民
セ
ン

タ
ー
内
に
開
設
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

13
地
区
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

地
域
完
結
型
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

民 生  民 生  

つ
い
て
は
、
各
地
区
一
カ
所
の

設
置
を
基
本
に
、
高
齢
者
人
口

が
多
い
鵠
沼
地
区
は
二
カ
所
と

し
、
十
三
地
区
に
十
四
カ
所
を

目
標
と
し
て
い
る
。
市
民
セ
ン

タ
ー
等
の
公
的
施
設
内
の
設
置

を
進
め
て
い
る
が
、
狭
隘
等
で

困
難
な
場
合
は
、
利
便
性
の
よ

い
場
所
を
検
討
し
て
い
く
。

実
施
す
る
業
務
と
し
て
は
、

介
護
保
険
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
、
①
包
括
的
支
援
業
務
②
要

支
援
一
及
び
二
の
方
の
介
護
予

防
支
援
業
務
③
市
が
委
託
す
る

特
定
高
齢
者
把
握
事
業
・
介
護

予
防
啓
発
事
業
・
地
域
支
援
事

業
任
意
事
業
―
―
以
上
の
三
つ

で
あ
る
。

な
お
、
今
後
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
当
た
っ
て

は
、
事
業
の
質
の
低
下
が
生
じ

な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
、
広

報
等
に
よ
り
周
知
を
行
う
。
既

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

介
護
予
防
支
援
の
契
約
に
よ
り

利
用
し
て
い
る
方
々
に
は
、
委

託
先
法
人
の
決
定
後
、
個
別
に

通
知
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後

は
、
委
託
先
法
人
を
本
年
十
一

月
末
ま
で
に
選
定
し
、
職
員
研

修
等
を
経
て
、
来
年
四
月
一
日

の
開
設
を
考
え
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会
は
、
九
月

三
日
と
九
日
に
開
催
さ
れ
、
三

日
の
委
員
会
で
は
、
議
案
三
件

を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議

案
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

九
日
の
委
員
会
で
は
、
議
案

四
件
、
請
願
一
件
、
陳
情
五
件

を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議

案
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
、

請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
、

陳
情
は
、
一
件
が
趣
旨
了
承
、

四
件
が
趣
旨
不
了
承
と
決
定
し

た
。ま

た
、
①
湘
南
地
区
の
消
防

の
広
域
化
②
湘
南
Ｃ
―
Ｘ
（
シ

ー
ク
ロ
ス
）（
仮
称
）
ア
ー
バ
ン

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
整
備

計
画
③
藤
沢
市
Ｉ
Ｔ
推
進
指
針

策
定
の
中
間
報
告
④
公
共
料
金

の
見
直
し
（
中
間
報
告
）
⑤
藤

沢
市
市
民
活
動
推
進
計
画
の
改

定
―
―
以
上
五
件
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

文
教
常
任
委
員
会
は
、
九
月

八
日
に
開
催
さ
れ
、議
案
一
件
、

請
願
一
件
、
陳
情
三
件
を
審
査

し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
可

決
す
べ
き
も
の
、
請
願
は
不
採

択
と
す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
、

二
件
が
趣
旨
了
承
、
一
件
が
趣

も
検
討
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
有
料
化
に
当
た
っ
て
は
、
各

施
設
の
特
性
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
。

各
施
設
等
に
か
か
る
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

わ
か
り
や
す
い
グ
ラ
フ
に
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
施
設
に
掲

示
し
、
利
用
者
の
理
解
を
図
っ

て
い
く
。

今
後
、
改
定
の
対
象
と
な
る

文 教 文 教 

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

改
定
計
画
の
素
案
ま
と
ま
る

総 務 総 務 

公
共
料
金
の
見
直
し

改
定
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告

常常任任委委員員会会のの動動きき

と
し
、
新
た
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
し
て
、「
み
ん
な
で
伝

え
よ
う
読
む
楽
し
さ
！
み
ん
な

で
育
も
う
読
む
力
」
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

基
本
目
標
の
「
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
」

は
、
現
行
計
画
を
踏
襲
し
、
改

定
計
画
の
基
本
方
針
と
し
て
、

①
す
べ
て
の
子
ど
も
を「
読
書
」

の
楽
し
さ
へ
誘
う
②
子
ど
も
の

「
読
む
力
」
を
育
み
、
伸
ば
す

③
地
域
の
ち
か
ら
を
つ
な
げ
る

―
―
以
上
三
点
を
新
た
に
掲
げ

る
。
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
、

計
画
は
施
策
の
目
標
・
展
開
方

向
・
具
体
的
推
進
方
策
を
示
し

て
い
る
。

今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
来

年
一
月
に
改
定
計
画
を
決
定
す

る
予
定
で
あ
る
。

旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
平
成
二
十
三
年
度

使
用
藤
沢
市
教
科
用
図
書
の
採

択
結
果
②
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
の
公
開
③
生
涯

学
習
ふ
じ
さ
わ
プ
ラ
ン
の
改
定

④
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

料
金
に
つ
い
て
は
、
各
所
管
課

で
課
題
等
の
検
討
を
行
い
、
改

定
す
る
料
金
に
つ
い
て
は
、
十

二
月
議
会
に
お
い
て
条
例
改
正

案
を
提
案
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。な

お
、
各
地
域
の
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
地
域
経

営
会
議
の
意
見
を
踏
ま
え
、
見

直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
決
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

〇
公
共
料
金
の
見
直
し
（
中
間

報
告
）
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

公
共
料
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
が
三
年
に
一
度

の
見
直
し
サ
イ
ク
ル
の
年
に
当

た
る
た
め
、
検
討
作
業
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

有
料
施
設
等
の
改
定
に
当
た

っ
て
は
、
現
行
料
金
と
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
を
も
と
に
算
定
し
た

基
準
料
金
の
乖
離
幅
に
対
し
、

見
直
し
基
準
を
設
定
し
、
こ
の

基
準
を
最
大
値
と
し
て
改
定
を

行
う
こ
と
と
し
、
ま
た
、
営
利

活
動
を
対
象
と
す
る
も
の
は
別

基
準
と
す
る
。

対
象
と
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
公
共
施
設
に
附
属
す
る
駐

車
場
の
う
ち
、
市
民
セ
ン
タ
ー

・
公
民
館
駐
車
場
、
図
書
館
に

附
属
す
る
駐
車
場
の
有
料
化
、

ま
た
、
無
料
駐
輪
場
の
有
料
化

の
改
定
⑤
本
町
小
学
校
改
築
事

業
に
お
け
る
多
目
的
室
（
公
的

利
用
）
―
―
以
上
五
件
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

〇
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

の
改
定
に
つ
い
て

〈
教
育
委
員
会
の
説
明
〉

現
行
計
画
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
二
年
が
最
終
年
度
で
あ

り
、
二
十
三
年
度
以
降
に
向
け

て
計
画
の
改
定
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

改
定
の
経
過
と
し
て
は
、
昨

年
九
月
に
、
第
一
回
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
策
定
委
員
会

を
開
催
し
、
改
定
に
向
け
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、以
降
、

五
回
の
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、

素
案
を
決
定
し
た
。

そ
の
概
要
と
し
て
は
、
改
定

計
画
が
市
民
に
広
く
親
し
ま
れ

る
よ
う
、
名
称
を
「
ふ
じ
さ
わ

子
ど
も
読
書
プ
ラ
ン
２
０
１
５
」

モデル事業として開設された湘南台地域包括支援センター

■■■ 陳情の処理状況　■■■

２２-１４

２２-２０

２２-２１

２２-１５

２２-１６

２２-１９

２２-１１

２２-１２

２２-１３

２２-１８

２２-２２

建　設

民　生

〃

文　教

〃

〃

総　務

〃

〃

〃

〃

２２.０９.０６

２２.０９.０７

〃

２２.０９.０８

〃

〃

２２.０９.０９

〃

〃

〃

〃

趣 旨 了 承

趣旨不了承

〃

趣 旨 了 承

〃

趣旨不了承

〃

〃

〃

〃

趣 旨 了 承

受　理
年月日

陳情
番号 件　　　　　　　　　名 付　託

委員会 審 査 結 果

■■■ 請願の処理状況　■■■

２２.０８.２５

２２.０８.２７

〃

２２-２

２２-３

２２-４

総　務

民　生

文　教

２２.９.１４

〃

〃

個人事業者の家族従業者に対する労賃を認め，

「所得税法第５６条」を廃止する意見書を国に提

出することについての請願

介護保険で訪問カット等が適用できるよう意見

書提出を求めることについての請願

保育制度改革に関する意見書提出を求める請願

受　理
年月日

請願
番号 件　　　　　　　　　名 付　託

委員会 議 決 結 果

不採択

〃

〃

ＵＲ賃貸（公団）住宅を公共住宅として存続し，

居住者の居住の安定を求める意見書提出に関す

る陳情

子宮頸がん予防ワクチン接種への公費助成を求

める陳情

子宮頸がん予防ワクチン接種の意見書提出を求

める陳情

国に「私学助成予算の削減に反対し，増額を要

望する意見書」の提出を求める陳情

神奈川県に「私立学校経常費補助の増額と私立

高等学校等生徒学費補助金および神奈川県私立

学校学費緊急支援補助金の対象世帯の拡大，補

助額の拡充を要望する意見書」の提出を求める

陳情

保育制度改革に関する意見書提出を求める陳情

「核密約」を破棄し，非核３原則の厳守を求め

る意見書提出の陳情

永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対

する意見書の提出を求める陳情

憲法違反の外国人参政権による選挙を実施しな

いことに関する陳情

米軍基地飛行場移設についての５月２８日の日米

共同声明の見直しを政府に対し求める意見書の

提出を求める陳情

非核３原則の完全実施をめざし，法制化を国に

求める意見書提出の陳情

２２.０８.１８

２２.０９.０１

〃

２２.０８.１９

〃

２２.０９.０１

２２.０７.２０

２２.０７.２１

〃

２２.０８.３０

２２.０９.０１


